
 

１ 日 時 平成 29年 9月 28日（木） 

２ 学 年 第１ 学年 6名  （男子 1名，女子 5名） 

３ 単元観 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 児童生徒観 

児童の資質能力の実態を把握するため，質問紙調査を行った。 

資質・能力 質問紙調査 
結果（人数） 

とても 

そう思う 

やや 

そう思う 

あまりそう 

思わない 

全くそう 

思わない 

主体性 
授業では，解決しようとする課題について「なぜ

だろう。」「やってみたい。」と思います。 
５ ０ ０ １ 

論理的思考力 

授業では，自分の考えとその理由を明らかにして，

相手に分かりやすく伝わるように発表を工夫し

ています。 

４ １ １ ０ 

自己理解 

学習の振り返りをするときには，「どこまで分か

ったか。」「学習の方法でうまくいったことや失

敗したことなどの理由」を考えています。 

３ ２ ０ １ 

自らへの自信 

学習の振り返りをするときには，「もっと考えて

みたいこと」「もっと調べてみたいこと」「もっ

と工夫してみたいこと」などを考えています。 

４ ２ ０ ０ 

算数 第１学年 神石高原町立来見小学校 指導者 谷川 三千代 

   

 

 

 

 

単
元
名 

本単元で育成する資質・能力  

 

 

 

 
「主体性」「論理的思考力」「自己理解」「自らへの自信」 

たしざんをマスターしてミニ先生になろう！ 

(10 といくつに変身！) ～たしざん（２）～ 

      

本単元は，学習指導要領 1年 内容Ａ 数と計算（２）加法及び減法の意味について理解し，それらを

用いることができるようにする。「イ 1位数と 1位数との加法及びその逆の減法の計算の仕方を考え，そ

れらの計算が確実にできること。」を受けて設定したものである。 

前単元「20 までのかず」では，20 までの数について，構成と読み方，書き方を理解するとともに，数

の系列・大小関係を理解し数直線上に表すことができるように学習している。また，本単元は，第２学年

での「たし算とひき算のひっ算」の学習において「10 のまとまりをつくって考える」ことができる素地

となるものである。 

本単元の主な内容は，繰り上がりのあるたし算の計算の仕方を考え，その計算ができるようになること

である。「単元をつらぬくアイディア（本質）」は「10 といくつ」であると考える。（１位数）＋（１位数）

の計算は数図ブロックを使って「数えたし」を行うことでも答えを求めることができる。しかし，本単元

では，既習内容の「１０の合成」「数の分解」「１０といくつ」を使い，数図ブロックによる操作から，言

葉の助けを借りて頭の中で操作する念頭操作へ移行して定着をはかる構成になっている。したがって既習

の「１０をつくると簡単」なことに気づき，徐々に計算の習熟を図ることのできる単元である。 



質問紙調査の結果から，本校の設定する資質能力に関しては，肯定的な回答が多く，定着してきていると考

えられる。その一方で，主体性と自己理解については，否定的な回答も見られた。「やってみたい」と興味の

持てる課題設定や，「どこまで分かったか」振り返りの視点をもたせたりするなどの工夫を行っていくように

する。 

また，本単元を学習する前に行ったレディネステストを行った。 

番号 内容 正答率 

１ 繰り上がりのない（1位数）＋（1位数）の計算をすることができる。 ８３％ 

２ １０を合成することができる。 ９１％ 

３ １０を分解することができる。 ８３％ 

４ ２０までの数の構成・計算ができる。 ６２％ 

レディネステストの結果から，既習内容である「１０までのたし算」は計算方法を理解して正確に計算する

児童が多いことが分かる。しかし，計算はできるが，指を使って答えを求めている児童も何人かいる。「１０

の合成」「数の分解」もほとんどの児童が理解できている。「２０までの数の構成」では，誤答をみると，１０

の分解と勘違いした者が多くいた。その他はほとんどの児童ができており，２０までの数の計算はできている。 

しかし，児童に「１０といくつのたし算」がスムーズにできるところまでは定着していないので，本単元ま

でに定着させておく必要がある。 

 これらの実態から，現在は「のびのびタイム」の時間に既習内容であるたし算を早く正確に求めるための

トレーニングをおこなっている。個に応じて数図ブロック操作を取り入れ，１０のまとまりのイメージ化をは

かるという指導を繰り返し行っている。 

指導にあたっては，以下の工夫を行う。 

(1) 主体的・対話的で深い学びに向けた指導の工夫 

・単元課題の提示の仕方を工夫する 

・児童それぞれが作成した問題を解くことで，自分で「解決したい。」「どうしたらいいんだろう。」という

意欲や疑問を持たせる。 

・「１０のまとまりをつくると簡単」という見通しを持たせることで，主体的に学習に臨めるようにする。 

・ミニ先生になって自分の考えとその理由を友達に分かりやすく伝えることで，「自分や友達の考えの良さ」

に気づくことができるようにする。 

 ・練り合いの場面では「単元をつらぬくアイディア（本質）」を活用してお互いの考えを自信を持って発表

できるようにする。 

(2)振り返り場面の指導の工夫 

・自らの学びを振り返り，授業を通して分かったことや考えたことを発表させる。 

 

(３)児童の実態に合わせた指導の工夫 

 ・単元の初めにはブロック操作の活動を十分に行い，10の合成と分解が確実にできるようにさせる。  

 ・繰り上がりのあるたし算で，繰り返しブロックを操作させ，声に出して説明をさせる。また，その手順を

箇条書きで掲示しておく。 

 

 

５ 指導観 



６ 単元で育てたい資質・能力及び本単元の目標と評価規準 

＜本校で身に付けさせたい資質・能力＞ 

本校で身に付けさせたい資質・能力 

資質・能力 めざす児童の姿 算数科での児童の姿 

主体性 
 

自分で考えて行動する児
童 

課題解決に向けて自分の考えや意見を進んで表現する姿。 

 
論理的思考力 

根拠を明らかにして，理由
をつけて自分の意見を述
べる児童 

課題解決に必要なことを理解して，筋道を立てて考え，式・図・言葉
を相互に関連付けて表現する姿。 

 
自己理解 

 

自分の学習活動について
自分が出来ている事，出来
ていない事が分かる児童 

意見交流を通して「自分や友達の考えの良さ」や「自分の誤り」に気
付き，表現したり，修正したりする姿。 

自らへの自信 

周囲との関わりを通して
「自分の良さ」に気付く児
童 

振り返りの場面でお互いの考えの良さを伝える姿や自分の説明で他
の児童を納得させる姿。（「なるほど」「そういうことか」「わかった」） 

＜単元で育てたい資質・能力と評価規準＞ 

資質 

能力 

評価規準 

Ｉ Ｃ Ｅ 

主体

性 

 

 

２０までのたし算の問題に疑

問をもち，自分で問題を解こ

うとしている。 

２０までのたし算の求め方を既習

事項を使って表現している。 

２０までのたし算を求める問題を解く時に， 

「１０といくつ」という考え方に気付き，他の問

題でも積極的に活用している。 

論理

的思

考力 

２０までのたし算の求め方を

式・図・言葉を使って表現し

ている。 

２０までのたし算の求め方を算数

カードを使ったり，友達の考えを使

ったりして，分かりやすく表現して

いる。 

「１０といくつ」という「単元をつらぬくアイデ

ィア（本質）」を使って，本単元の全ての問題，

またパフォーマンス課題に取り組み，日常生活の

場面につなげて表現している。 

自己

理解 

練り合いの場面で，友達の質

問に答えたり，友達に質問し

たりしている。 

練り合いの場面で，友達の質問に答

えたり，友達に質問したりする中で

自分や友達の考えの良さに気付き，

間違っていた場合は適切に修正し

ている。 

練り合いの場面で，友達の質問に答えたり，友達

に質問したりする中で，どの考えも「単元をつら

ぬくアイディア（本質）」につながっていること

に気付き，表現したり，修正したりすることがで

きる。 

自ら

への

自信 

振り返りの場面で，自分が分

かったことを伝えている。 

振り返りの場面で，自分が分かった

ことや，友達の考えの良さを伝えて

いる。 

振り返りの場面で，自分が分かったことや，友達

の考えの良さを伝えるとともに，学習した「どち

らか一方の単位量を１にそろえて比べる」考えを

実際の生活場面で生かそうとしている。 

＜本単元の目標＞ 

・（１位数）＋（１位数）で，繰り上がりのある場合の計算の仕方を考え理解し，計算ができる。 

＜本単元の評価規準＞ 

観点 評 価 規 準 

算数への関心・意欲・態度 
繰り上がりのある計算に興味をもち，「10の補数」という考えのよさに気づき，進ん

で計算しようとする。 

数学的な考え方 10の補数を意識して，加数や被加数を分解してたすことを考えることができる。 

数量や図形についての技能 （1位数）＋（1位数）の繰り上がりのある計算ができ，適用題を解くことができる。 

数量や図形についての 

知識・理解 
繰り上がりのある計算の仕方について理解する。 

〈本校の振り返り場面ＩＣＥルーブリック〉 

I（考え，基礎知識） C（つながり） E（応用，広がり） 

・授業で分かったことを言うことが 

できる。 

・友達の考えを聞いて考えた

ことや新しく分かったこと

を言うことができる。 

・授業を通して分かったことを，これ

からの学習や生活にいかそうとして

いる。 



 

時 学習活動 
観点 

児童の思考の流れ 
評   価 

関 考 技 知 ◇評価規準 ★資質・能力(評価方法） 

１ 本時の目標：単元課題を知り，学習の計画を立てよう。 

○あといくつで10にな
るか数図ブロックを
操作する。 

○学習課題を知る。 

○  ○  ・10づくりゲームは簡単です。 

・ミニ先生をやってみたいです。 

◇問題に興味をもち，どのように考えればよいか考
えている。（行動観察） 

◇既習内容が確実に定着している。（行動観察，
ノート） 

 

★課題解決に向けて，自分の考えや意見を進んで表
現している。（行動観察，ノート）【主体性】 

 

 

２ 本時の目標：計算の仕方を考えよう。 

○数図ブロック操作に
よる，10の補数を利用
した計算方法を見つ
ける。 

 

 
 

○ 
 

  ・答えが 10よりも大きくなりそ

うです。 

・10といくつで考えるとかんた

んです。 

◇１０の補数を意識して，加数を分解して１０を
つくること（単元をつらぬくアイディア）につ
いて考えることができる。（行動観察） 

 
★課題解決に必要なことを理解して筋道を立てて考
え式・図・言葉を相互に関連付けて表現している。
（発言，ノート）【論理的思考力】 

３     本時の目標： ７＋４の計算の仕方を説明しよう。 

○10の補数を利用した
計算方法を説明する。 

 
 

 ○ 
 

 ・10といくつで考えます。 

・10といくつの式にするには，7

と３で10だから，4を3と1に分

けます。10と１で11です。 

◇計算方法をことばにしてまとめることできる。
（行動観察，ノート） 

 
★課題解決に必要なことを理解して筋道を立てて考
え式・図・言葉を相互に関連付けて表現している。
（発言，ノート）【論理的思考力】 

４ 本時の目標：９にいろいろな数をたして，気がついたことをいってみよう。。 

 

○被加数が6以上のたし
算の計算を練習する。 

 

   ○ ・10のまとまりで考えます。 

・9と１で10です。 

・9＋□のたし算は，10といくつ

にするには，たす数をいつも

１と○に分ければいいです。 

◇９＋□のたし算では，いつも加数を１と○に分
ければよいことがわかる。（発言，ノート） 

 
★意見交流を通して「自分や友達の考えの良さ」や
「自分の誤り」に気付き，表現したり，修正した
りしている。（発言，行動観察）【自己理解】 

５ 本時の目標：４＋８の計算の仕方を考えよう。 

○被仮数が5以下のたし
算の計算方法を考え
る。 

 

 ○   ・4＋8の計算を，10といくつの

式にするには，4と 6で 10，8

を 6と 2に分けます。10と 2

で 12です。 

・ほかにもやり方があります。 

8に2をたして10，4を2と2に分

けます。10と2で12です。 

◇加数分解や被仮数分解をし，１０のまとまりを
作り，計算方法（単元をつらぬくアイディア）
について考えることができる。 

（行動観察・ノート） 
 
★意見交流を通して「自分や友達の考えの良さ」や 
「自分の誤り」に気付き，表現したり，修正したり
している。（発言，行動観察）【自己理解】 

６ 本時の目標：たし算のカードの並び方を考えよう。  

○たし算カードの答え
が同じになるものを

 ○   ・左の数が１つずつ増えていくと右 ◇きまりをみつけることができる。 
（発言，行動観察） 

７ 単元計画（１１時間） 

整理・分析 

 

課題の設定 

情報の収集① 

情報の収集② 

情報の収集③ 

 

情報の収集④ 

 

※ たし算の計算の仕方をしっかりマスターして，ミニ先生になろう。ミニ先生は問題を作って，丸もつけます。 

 



順序よく並べ，並び方
のきまりを見つける。 

 

の数は１つずつ減っていきます。 

・答えが１２になる式を解くと，ど

れも10＋２に変身します。 

 

 
★振り返りの場面でお互いの考えの良さを伝える姿
や自分の説明で他の児童を納得させることができ
ている。（発言，行動観察）【自らへの自信】 

７ 

８

９ 

      本時の目標：たし算のカードで計算練習をしよう。 

 
○たし算のカードを使
って，繰り上がりのあ
るたし算を練習し，習
熟する。 

 
○友達に出す問題（単元課
題）を，それぞれ作成す
る。 

   ○ 
・10 といくつで考えると，計算

が早くできて，勝つことがで

きる。 

・もっといろいろなたし算のお

話をつくってみたいです。 

◇繰り上がりのあるたし算が確実にできる。 
（発言・行動観察） 
 

★課題解決に向けて，自分の考えや意見を進んで表
現している。 

（発言，行動観察）【主体性】 

10  本時の目標：単元課題に挑戦しよう。 

 
○単元課題を解く。 
 

 ○   
・友達の作った問題を考えるのは楽

しいです。 

・１０といくつで考えると簡単です。 

・ミニ先生がやってみたいです。 

◇単元をつらぬくアイディア（本質）を使って，
単元課題を意欲的に考え，表現できているか。 
(行動観察，発言) 

★意見交流を通して，友達と自分の考えを比べて，
自分の考えを理論的に表現することができる。 

（行動観察，ノート） 
【自己理解】【論理的思考力】 

11 本時の目標： パフォーマンス課題に挑戦しよう。 

 
 
○パフォーマンス課題
を解く。 
 
 

  ○  ・式は6＋5です。10といくつの

式をつくります。6と4で10だ

から，5を4と１に分けます。

10と1で11。答えは11だいです 

◇パフォーマンス課題を解くことができる。 
（パフォーマンス課題） 

★振り返りの場面でお互いの考えの良さを伝える姿
や自分の説明で他の児童を納得させることができ
ている。（発言，パフォーマンス課題） 

【自らへの自信】 

 

 

 

 

（１）本時の目標 「10 といくつ」を使って，単元課題を解くことができる。 

（２）準備物  ・児童が作成した問題 ・数図ブロック   

（３）本時の展開  

 

 

 

 

８ パフォーマンス課題 

１ ２ ３ 

・必要な数を使って，お話を考 

えて解くことができない。 

 

・必要な数を使って，お話を考えて

解く時に，単元をつらぬくアイデ

ィア（本質）を活用して求めるこ

とができる。 

・必要な数を使って，お話を考えて解

く時に，単元をつらぬくアイディア

（本質）を活用して求めることがで

きる。 

 さらに，ことばで説明できる。  

９ パフォーマンスの評価基準 

10 本時の展開 

授業のポイント！【個人思考→全体交流】 

① 単元課題の提示の仕方を工夫する。 

② 自力解決や集団解決では，単元をつらぬくアイディア（本質）を活用して，自分の考えを式・図・言葉などを用いて

分かりやすく説明させることで，練り合いを深めさせる。 

③ 授業を通して分かったことや友達の発表を聞いて考えたこと，自分の成長などについて，ＩＣＥルーブリックを活用

して振り返らせる。 

〈ちょうせんじょう〉→せんせいから もんだいをだします。 

しきが６＋８ になる おはなしを かんがえましょう。おはなしができたら，といてみましょう。 

整理・分析 

パフォーマンス課題 

まとめ・表現 

まとめ・創造・表現 

 

 

本 

時 



学習過程（１０/１１） 

 

学習

活動 
主な発問と児童の反応予想 

指導上の留意点 
☆児童への支援 

評価基準 
（評価方法） 

 

 

 

１ 

つ 

か 

む 

⑤ 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

さ 

ぐ 

る 

⑩ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○10＋３＝  10＋６＝   10＋８＝ 

 

 

１ 単元課題を知る。          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 自力解決をする。 

ア ６＋７＝１３ 

①７と３で１０ だから 

②６を３と３にわける 

③１０と３で１３ 

④こたえは１３こ 

イ ８＋９＝１７ 

①９と１で１０だから 

②８を１と７にわける  

③１０と７で１７ 

④こたえは１７ひき 

ウ ９＋５＝１４ 

①９と１で１０だから 

②５を１と４にわける  

③１０と４で１４ 

④こたえは１４にん 

・「10といくつ」の復習をさせ

る。 

・ブロック操作の活動を十分に

行い，10 の合成と分解が確実

にできるようにさせる。 

 

 

 

 

 

 

・友達の作った問題を選んで解

かせる。 

 

・数図ブロックを操作しながら

考えさせ，声に出して説明を

させる。 

・自分の考えを式・さくらんぼ

図・言葉を用いて分かりやす

くノートに書かせる。 

・考えが書けない児童には机間

指導を行い，助言する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇主体的な学び 

・「１０のまとまりをつくると簡

単」という見通しを持たせる

ことで，主体的に学習に臨め

るようにする。 

〇児童それぞれが作成した自分ごとの

問題を解くことで，子供に「解決した

い。」，「どうしたらいいんだろう。」とい

う意欲や疑問を持たせる。 

 

 

ア. ゆうきくんがどんぐりを６こもっています。 

 そこへみちかちゃんがどんぐりを７こもってきました。 

あわせてなんこになりますか。 

 

 

イ. あやかちゃんとひまりちゃんが，むしとりにいきました。

はじめにかぶとむしを８ぴきをつかまえました。 

 つぎに９ひきとりました。ぜんぶでなんびきになりますか。 

 

 

ウ.くるみしょうがっこうの５ねんせいは，９にんです。６ね

んせいは，５にんです。 

 みんなでなんにんになりますか。 

 

※ たし算の計算の仕方をしっかりマスターして，ミニ先生
になろう。ミニ先生は問題を作って，丸もつけます。 

 



 

３ 

ね 

り 

あ 

う 

㉕ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

４ 

ふ 

り 

か 

え 

り 

⑤ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・自分の考え

を式，図，言

葉をつなげ

て説明する

ことができ

る。 

【論理的思

考力】 

（発表） 

４ 振り返りをする。 

 〇ＩＣＥルーブリックを活用して，本時の授業

を振り返る。 

Ｃ：私は，10 より大きい数のたし算も 10 とい

くつの式にすると簡単にできることが分

かりました。 ミニ先生で，みんなに分か

りやすく伝えることができました。 

 

 

 

 

〇深い学び合い 

（振り返りの充実） 

・ＩＣＥルーブリックを活用して，本時

の授業を振り返り，自己の成長やでき

るようになったことを表現させる。 

 

３ 考えたことをもとに，話し合う。 

 

 

〇ノートに書いた自分の考えを，言語技術を用い

て友達に分かりやすく説明し，意見を交流す

る。 

※「わかっていること」「きいていること」を言

いましょう。 

あわせて だから，たしざんですね。 

アしきは ６＋７です。 

10といくつのしきをつくります。 

７と３で１０だから， 

６を３と３にわけます。 

１０と３で１３ 

こたえは１３こです。 

イしきは ８＋９です。 

10といくつのしきをつくります。 

９と１で１０だから， 

８を１と７にわけます。  

１０と７で１７ 

こたえは１７ひきです。 

ウしきは９＋５です。 

10といくつのしきをつくります。 

９と１で１０だから， 

５を１と４にわけます。  

１０と４で１４ 

こたえは１４にんです。 

 

〇対話的で深い学び合い 

（練り合いの充実） 

・ノートに書いた自分の考え 

 を友達の意見を参考にして，全

体の場で自信をもって発表させ

る。 

・練り合いの場面では，「単元をつ

らぬくアイディア（本質）はど

こか。」，「どこまでが分かって，

どこからが分からないか。」を意

識して，友達の発表を聞くよう

に指導する。 

・疑問や補足に加えて，意見交流

の中から算数の本質に迫るよう

にさせる。 

・ミニ先生になって友達に分かり

やすく伝えることで，「自分や友

達の考えの良さ」に気づくことが

できるようにする。 

 



（４）板書計画 

 

 


